










要約:医学の進歩にともない,難病や慢性疾患を持つ小児が在宅医療・看護を受ける機会が

増加している。少産少子の傾向が進むなかで,  こうした小児の QOL(クオリティ.オブ.ラ

イフ)の向上は今後の保健・医療・福祉・教育各分野の大きな課題である。母子保健法が

改正され,乳幼児健康診査は市町村業務に移管される。身体に障害のある小児や疾病によ

る長期療養を必要とする小児の療育指導は保健所の業務である。当センター小児医療部門

から地域保健室に対応を依頼された小児を検討した結果, 医学的問題同様,養育問題が背

景に存在する例が少なくなかった。医療機関と地域の保健所の連携のもとに,慢性疾患児

の養育問題に対応することが必要と考えられた。


